
１．はじめに
全国川サミットは、川がもたらす恵みや人々の

関りを生かしながら川と共存するまちづくりを共
に進めることを目的に、全国の自治体が『全国川サ
ミット連絡協議会』を組織し、持ち回りで開催して
います。平成4年の初回から現在までに32回開催
されています。令和6年10月18，19日に北海道の
旭川市にて、 “第32回全国川サミットin旭川”とし
て全国27自治体が参加し開催されました。

２．川サミットの開催テーマ
旭川市は、“川のまち”と呼ばれ、石狩川をはじめ、

その支流である忠別川や美瑛川など136本の河川が
流れており、流水は飲料水や農業用水、流雪用水と
して活用されています。河川空間は市民の憩いの場
となっているほか、サイクリング、マラソンのコー
スや冬まつりの会場になるなど、スポーツやイベン
ト、防災環境教育の場となっています。そのため、
今回の全国川サミットの開催テーマは、今回の川サ
ミットを機に“かわ”と“まち”とそれに関わる人々
の魅力を発信し、川への愛着を育んでいけるように
願って“川とともに活きる～かわとまちづくり～”
とされました。

３．プログラム
一日目は、旭川駅周辺かわまちづくりの一部であ

る“北彩都ガーデン”の見学を行うとともに、行政
による全国川サミット連絡協議会総会や国土交通
省河川環境課長の講演、参加自治体首長による各地
での“かわ”と人々の関わりや“まちづくり”の取り
組みの紹介等が行われました。

二日目は、一般参加のもと、地元旭川市の北海道
教育大学付属小学校での『「川とともに活きるまち
づくり」を学校カリキュラムに位置付けた取り組み』
について、小学生の活動発表等が行われました。ま
た、旭川市のかわまちづくりについてのミズベリン
グ活動団体からの紹介、環境省釧路自然環境事務所
からの『自然を生かした地域づくりへネイチャーポ
ジテイブという考え方』について、国土交通省北海
道開発局建設部から『第９次北海道総合開発計画と
北海道の流域治水』についての講演が行われました。

川サミットの最後には、参加自治体首長による、
流域に住む人々に恵みをもたらし続ける川の大切
さを再認識するとともに川とまちが一体となって
お互いに活かしながら深化し続けることを誓う共
同宣言が発表されました。

4．おわりに
今回の全国川サミットの開催地である旭川市の旭
川駅前の北彩都ガーデンは、まちの中心に位置して
おり、市民の憩いの場として、街の表玄関として位
置付けられており、まさに“かわ”と“まち”とそれ
に関わる人々の魅力を全国に発信することができま
した。開催にあたってご尽力いただいた旭川市をは
じめとする関係者の皆様に深く感謝いたします。
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１．はじめに
リバーフロント研究所（RFC）では、台湾との技

術交流を目的として、台湾にて開催される河川分野
に関する国際学会に毎年参加しています。2024年
度は、9月10日から12日にかけて開催された台湾
国際水週間2024（TIWW）に発表者として参加しま
した。その後、台湾北部の淡水河の河口部等を台湾
水利署のご案内で見学しました。本稿では、これら
の技術交流についてご報告します。

２．台湾国際水週間2024（TIWW）
TIWWは、台湾および海外の水関係の産学官の発

表の場として毎年開催されるイベントです。RFC
は、9月10日および11日の午前のアジェンダに参
加しました。10日は、池内理事長（（一財）河川情報
センター）から、「日本の河川分野における防災お
よび持続可能な管理への取組」に関する発表をいた
だきました。11日は、RFCから、日本の河川環境に
関する2題の研究発表をいたしました。一つは、都
築自然環境グループ長から、兵庫県の一級河川で
ある円山川で実施している多自然川づくり（湿地再
生）についてで、円山川水系内の高水敷掘削や中郷
遊水地の整備、順応的管理を紹介しました。もう一
つは、宮川主席研究員から、日本の河川水辺の国勢
調査の概要とその調査データを活用した日本の河
川生物の長期変動に関する分析について紹介しま
した。同じ日に、台湾側からも、国立台湾大学から、
複数の流域における自然撹乱と人為的活動が河川
生態と水質に及ぼす影響の評価について、台湾水利
署から、自然再生、水辺景観、砂州の保全に関して、
それぞれ発表がされました。最後に、スピーカーを
登壇者としたパネルディスカッションも実施され、
闊達な質疑応答がありました（写真1）。

TIWWでは、研究発表のほか、主に台湾国内の企
業の技術を紹介するブース展示も行われており、台
湾のダム等で使用されているポンプ等が展示され
ておりました。

３．現地見学
TIWWのほか、台湾水利署に案内いただき、台北
市内の台北ウォーターパークを見学するとともに、
台湾北部を流れる淡水河の河口部および中流部を
視察しました。
台北ウォーターパーク内には、総督府時代の台北
の上水道施設がほぼ当時のままで展示されており、
内部を見学することができました（写真2）。台北市
の水道敷設の歴史もわかりやすく紹介されており
ました。パーク内にはプールも併設され、まだ暑い
時期だったため、家族連れで賑わっていました。
9月12日に視察した淡水河の河口部では、水利署
の出張所の案内で、干潟の生物を紹介いただくとと
もに、架橋工事に伴う周辺の生物調査の方法も説明
いただき、その底質および生物に関する調査項目の
多さに驚きました。また、中流部では河道拡幅と拡
幅に伴う隣接する湿地の再整備事業についての説
明がありました。現地にて、堤防道路に面し、限ら
れた川幅で湿地の環境を保全する難しい工程を実
現するための苦労を伺うことができました。

４．おわりに
2024年の夏は日本でも猛暑日が続きましたが、
台湾も日本より赤道寄りであり、同じように暑さが
厳しい日が続きました。にもかかわらず、現地を案
内いただいた台湾の方には饒舌に現地解説いただ
き、暑さにも負けない熱意を実感しました。2023年
度も台湾技術交流で台湾を訪問しましたが、訪問の
たび、現地から元気をいただいております。
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写真 1　台湾国際水週間でのパネルディスカッションの様子

写真 2　台湾ウォーターパーク内の展示の様子
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※発行が大幅に遅れ令和8年になったため、こちらの記事は令和6年度に開催された記事となっております。


